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2023 年 6 月 28 日 
各 位 

ＪＦＥシステムズ株式会社 
アステリア株式会社 

 

電子帳簿システム DataDeliveryⓇの 
ASTERIA Warp 専用アダプター提供開始 

取引データ連携をノーコードで実現、電子帳簿保存法に対応 

 
ＪＦＥシステムズ株式会社（東証スタンダード市場：4832、本社：東京都港区、代表取締役社長： 

大木 哲夫、以下 ＪＦＥシステムズ）と、アステリア株式会社（東証プライム市場：3853、本社： 
東京都渋谷区、代表取締役社長：平野 洋一郎、以下 アステリア）は、ＪＦＥシステムズ製の電子帳簿

システム「DataDeliveryⓇ（データデリバリー）」と、アステリア製のデータ連携ツール「ASTERIA Warp
（アステリア ワープ）」をノーコードで連携する、「DataDeliveryⓇアダプター for ASTERIA Warp」
の提供を 2023 年 6 月 30 日より開始することを発表いたします。 
 

DataDeliveryⓇは、業務データや電子ファイルの長期保存と高速かつ柔軟なデータ検索を実現し、電

子帳簿保存法で求められるすべての要件に対応する電子帳簿システムです。一方、ASTERIA Warp は、

各種クラウドサービス間や社内システム間のデータ連携をノーコードで実現し、API での連携に比べて

開発期間の短縮が可能なデータ連携ツールです。 
 
2022 年度の電子帳簿保存法改正により、電子取引関連書類の電子データ保存が義務化され、企業で

は同法の要件に即した電子データ保存へのシステム対応が求められています。しかし、電子取引関連書

類の受け渡し方法は多種多様であり、様々なシステムから電子帳簿システムへデータ連携する際、個別

に開発工数やコストが掛かることが課題となっていました。 
今回提供を開始する DataDeliveryⓇアダプター for ASTERIA Warp は、電子帳簿保存法に対応した

電子帳簿システム DataDeliveryⓇへ、電子取引データなどの各種データを ASTERIA Warp を介してノ

ーコードで連携します。これにより、電子帳簿保存法対応に係るシステム開発・運用コストを削減する

とともに、ペーパーレス化による業務効率の向上を更に支援いたします。 
 
ＪＦＥシステムズとアステリアは、今後も両社のノウハウを活かし、お客様の電子帳簿保存対応や業

務 DX のニーズに応えてまいります。 
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【「DataDeliveryⓇアダプター for ASTERIA Warp」システム連携図】 

 
 
 
 
 
 
 
 

「DataDeliveryⓇアダプター for ASTERIA Warp」システム連携イメージ 

 
 

【「DataDelivery®アダプター for ASTERIA Warp」の概要】 
・ノーコードで、様々なシステムの電子取引データを DataDelivery®へ連携  

・電子帳簿保存法で求められる、解像度チェック、タイムスタンプ付与、一括検証が可能 

※ DataDelivery®、ASTERIA Warp のライセンス契約が別途必要です。  

 

【電子帳簿システム「DataDelivery®」について】 
https://www.jfe-systems.com/products/datadelivery/datadelivery.html 
ＪＦＥシステムズが 2009 年にリリースした、電子帳簿保存に特化した製品です。データ

の長期保存と高速かつ柔軟なデータ検索を実現し、電子帳簿保存法の「帳簿」、「書類」、「ス

キャナ保存」、「電子取引」のすべての要件に対応します。シリーズ累計で 4,200 社のお客様

にご利用いただいております。 
また、公益社団法人日本文書情報マネジメント協会による認証「JIIMA 認証」を取得して

おり、お客様に安心してご導入いただけます。 
 
【データ連携ツール「ASTERIA Warp」について】 https://www.asteria.com/jp/warp/ 

EAI/ESB 製品の国内市場において 16 年連続シェア No.1 製品である「ASTERIA Warp」
は、異なるコンピューターシステムのデータを、ノーコードで連携できるミドルウェアです。

メインフレームやクラウド上のサーバーから表計算ソフトまで、様々なシステム間の接続と

データの変換を行うロジックを複雑なプログラミングなしで行えることが評価されていま

す。Warp Core は、Warp の厳選された機能を初期費用 0 円、月額 30,000 円からのサブス

クリプション形式で「手軽」にご利用いただけます。様々なシステムやサービスと迅速に連

携することで業務自動化やデータ活用を実現します。 
 

出典：テクノ･システム･リサーチ社「2022 年ソフトウェアマーケティング総覧 EAI/ESB 
市場編」 EAI/ESB は、それぞれ Enterprise Application Integration、Enterprise Service 
Bus の略で企業内外のデータ連携を司る製品カテゴリーを指す 

https://www.jfe-systems.com/products/datadelivery/datadelivery.html
https://www.asteria.com/jp/warp/
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【ＪＦＥシステムズについて】 https://www.jfe-systems.com/ 

鉄鋼業界におけるシステム構築・運用で培った企画・構想力と技術力を活かし、多彩なサ

ービスをお客様に提供しています。製造業をはじめ、金融・流通・通信などあらゆる分野の

お客様に向けて、システムインテグレーション、アウトソーシング、コンサルティング、独

自のパッケージ製品および、ERP を中核に様々な製品を組み合わせた複合ソリューション

の提供など、幅広いビジネスを展開しています。 
 
【アステリアについて】 https://www.asteria.com/ 

1998 年に創業し、2002 年に最初のノーコード製品の提供を開始したアステリア株式会社

（当時インフォテリア株式会社）は、企業内の多種多様なコンピューターやデバイスの間を

接続するソフトウェアやサービスを開発・販売しています。主力製品の ASTERIA Warp は、

異なるコンピューターシステムのデータをノーコードで連携できるソフトウェアで、大企業、

中堅企業を中心に 9,809社（2022年 9月末現在）の企業に導入されています。また、Handbook
シリーズは、営業資料や商品カタログ、会議資料などあらゆる電子ファイルをスマートフォ

ンやタブレットで持ち運べるサービスのスタンダードとして、1,670 の企業や公共機関で採

用されています（2022 年 9 月末現在）。 
 

 本プレスリリースに記載の会社名、製品名・サービス名は各社の商標または登録商標です。 
 本プレスリリース記載の情報は発表日現在の情報です。予告なしに変更されることがあります

ので、あらかじめご了承ください。 
 
 

◆ プレスリリース・取材に関するお問い合わせ 
ＪＦＥシステムズ株式会社 総務部 広報グループ 
〒105-0023 東京都港区芝浦一丁目 2 番 3 号 シーバンス S 館（受付 18 階） 
TEL：03-5418-2406 
・プレスリリース・取材に関するお問い合わせフォーム 

https://f.jfe-systems.com/webapp/form/14482_alv_113/index.do 
 

アステリア株式会社 広報・IR 部 長沼史宏・齋藤ひとみ 
TEL:03-5718-1297 ／ E-mail: press@asteria.com 

 
◆ 製品・サービスに関するお問い合わせ 

ＪＦＥシステムズ株式会社 ソリューション・プロダクト事業本部 
プロダクト事業部 営業・ソリューション企画推進部 
TEL：03-5418-2377 
・製品・サービスに関するお問い合わせフォーム 

https://form.jfe-systems.com/edoc/contact_sol 

https://www.jfe-systems.com/
https://www.asteria.com/
https://f.jfe-systems.com/webapp/form/14482_alv_113/index.do
mailto:press@asteria.com
https://form.jfe-systems.com/edoc/contact_sol

